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【次世代】施策の柱３６

①予算事業名
国際海洋資源・エネルギー利
活用推進事業

予算科目 ２－１－１０－２４

基本構想上の位置づ

け上段：「島づくり

目標」　下段：「施

策の柱」

次世代のための島づくり

再生可能エネルギーによるエネ
ルギー自給率向上

②担当部課名 プロジェクト推進課
事業実施

（予定）年度
H30～H32

基本計画の該当個所 施策の柱３６－２

③事業内容

・海洋温度差発電と海洋深層水の総合的利用を組合せた「久米島モデル」実現のため、平成２６年７月２１日に「国際海洋資源・エネルギー
利活用推進コンソーシアム」が設立された。本コンソーシアムが主体となって、取水量１０万トン敷設と国際海洋資源・エネルギー研究セン
ター建設を目指す。本事業では海洋温度差発電の導入促進を図るため、取水量１０万トン敷設に向けた事業化に取り組むとともに、再生可
能エネルギー（太陽光、風力等）の導入促進を図り、エネルギー自給率の向上を目指す。

④実施方法  　 ■直接実施　　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費

【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度（予定） 32年度（予定）

財
源
内
訳

(a)国庫

(b)県費

(c)地方債等

(d)一般財源 9,794,000 6,091,000 5,739,000 15,000,000 15,000,000

計(a～d) 9,794,000 6,091,000 5,739,000 15,000,000 15,000,000

特定財源名 （a）または（b）の名称 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度
海洋温度差発電と海洋深層水の総合的利用を組合せた「久米島モデル」実現のため、取水量１０
万トン敷設に向けた事業化に取り組む。（国、県への働きかけ、事業申請等）
再生可能エネルギー計画（仮）に向けた事業化に取り組む。

平成３１年度（予定）
海洋温度差発電と海洋深層水の総合的利用を組合せた「久米島モデル」実現のため、取水量１０
万トン敷設に向けた基礎調査（深浅測量・環境生物調査等）を行う。
再生可能エネルギー計画（仮）の策定。

平成３２年度（予定）
海洋温度差発電と海洋深層水の総合的利用を組合せた「久米島モデル」実現のため、取水量１０
万トン敷設に向けた基礎調査（磁気探査・土質調査等）を行う。
再生可能エネルギー（太陽光・風力等）の導入促進に係る取り組み。

⑦成果目標

（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値
（２９年度）

３０年度 ３１年度 ３２年度
目標値

（３７年度）
再生可能エネルギーによるエネルギー自
給率の向上

※再生可能エネルギーによるエネルギー自給率は再生
可能エネルギー計画（仮）策定後、数値目標を設定す
る。

目　標 - - - -

実　績 - - - -

CO2削減量

※CO2削減量は再生可能エネルギー計画（仮）策定後、
数値目標を設定する。

目　標 - - - - -

実　績 - - -

事
業
効
果

・

成
果
等

再生可能エネルギーによるエネルギー自給率の向上やCO2削減による環境保全に寄与する。

⑧写真及び図

面


